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平成24年度 日本獣医師会獣医学術学会年次大会（大

阪市）は，平成25年2月9日（土）～11日（月・祝）の3日

間，大阪市獣医師会の共催により，大阪市・大阪国際交

流センター及びシェラトン都ホテル大阪において開催さ

れ，全国から獣医師や獣医学系大学の学生をはじめ動物

看護職等関係者が参加した他，一般市民公開シンポジウ

ムは地元大阪市民を中心に多くの参加者を得て，成功裏

に終了した．

学会の各プログラムでは，多くの会場において満員と

なるなど連日好評を博し，特に杉本真樹医師による特別

講演「ICT医療イノベーション」や文部科学省科学研究

費の補助をいただき開催した市民公開シンポジウム「食

品の安全性の確保と国際基準への対応」，さらに市民公

開シンポジウムとして開催した「学校教育と動物飼育」，

「グローバル化する食肉の品質向上を目指して～近畿の

和牛生産と牛肉輸出～」，「食の安全を守る獣医師―管理

獣医師を知っていますか？―」では，地元市民を含む多

数の参加者を得て大変好評であった．

また，本年次大会では昨年度に引き続き 日本獣医

学会の企画協力をいただき，合同シンポジウム「毒性病

（公社）

理学とヒトの健康」及び「次世代ワクチン研究の現状と

展望」を開催し，ともに聴講者が重要なテーマに真剣に

耳を傾けた．

さらに，大会2日目には歓迎交流会がシェラトン都ホ

テル大阪に場所を移して盛大に執り行われた．本交流会

では，本年次大会の共催であり歓迎交流会主催の大阪市

獣医師会の山本博起会長から歓迎交流会主催者挨拶が行

われ，続いて，山根義久日本獣医師会会長から学会年次

大会主催者挨拶が行われた後，辻　淳子大阪市会議長か

ら祝辞をいただいた．

この他，会期中には学会幹事会議，各学会幹事懇談会

等も開催された他，平成24年度獣医学術賞の発表と授

与が行われ，日本獣医師会会長並びに本賞の協賛会社か

ら受賞者の代表者に賞の授与が行われた（受賞者等につい

ては本号156～157頁に掲載）．

なお，平成25年度の獣医学術学会年次大会は，千葉

県獣医師会の共催により，平成26年2月21日（金）～23

日（日）の3日間，千葉市の幕張メッセ及び東京ベイ幕張

において開催予定である．
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☆平成24年度 日本獣医師会獣医学術学会年次大会（大阪市）盛会に終わる


